
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１そうではない 0 0 0 0 1 0 0 1
２あまりそうではない 1 1 1 1 0 4 3 1
３どちらでもない 1 9 0 9 4 12 14 16
４まあそうである 52 51 29 66 32 89 90 64
５かなりそうである 108 101 132 86 125 57 55 80
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図１．１年生の学内プログラム自己評価平均値（n=162）
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る12月９日㈬にMoodleを使用して学内プログラムの自己評価を実施した。後期実習参加の学生
のみを対象とした理由としては、前期実習参加の５ゼミの学生については、学内プログラムの内
容の大半が先述の通り付属幼稚園のオリエンテーションと自宅学習で占められていたためであ
る。以下は、自己評価の８つの項目である。自己評価項目は、２年生と同様の項目を使用した。
対象となる170名中162名が回答を行った（回答率95％）。162名の自己評価の結果を以下の表８
に示した。表８は、各項目に対する評定の分布（人数）と、評定平均値を示したものである。
①学内プログラムの意義・目的を理解して取り組んだ
②保育現場での実習をイメージして取り組むことができた
③保育に対する知識・技術・実践力を高めようとして取り組んだ
④自己の課題を認識して取り組む姿勢を持つことができた
⑤保育に対する新たな興味や関心が深まった
⑥自分の課題に計画的に取り組むことができた
⑦学内プログラムに取り組みながら自分なりの改善策を見出すことができた
⑧学内プログラムに取り組んだことで保育実践に対する自信や期待が高まった
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図２．２年生の学内プログラム自己評価平均値（n=135）
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　１年生の教育実習Ⅰ（付属幼稚園）は、前掲の実習種別の学内実習プログラムの実践にあるよ
うに、実習日数を短縮し、実習と学内プログラムの併用で行った。前半のゼミは３日間実習でき
たものの、COVID-19の第二波、第三波の影響もあり、後半のゼミは１日の実習経験となった。
後半のゼミは、実習できないかもしれないという不安を持ちながら辿りついた実習であったこと
もあり、子どもとかかわることについての充実した気持ちを大きかったのではないだろうか。
　実習できないかもしれないという気持ちを抱きながら不安な日々を送り、１日でも子どもの様
子を実際に感じることができたことが、高評価につながっているのかもしれない。特に4.8ポイ
ントという高い平均値を示している、「保育に対する知識・技術・実践力を高めようとして取り
組んだ」と、4.7ポイントの「保育に対する新たな興味や関心が深まった」については、学生の
希望と期待が表れている数値であることが推察される。１年生の年度末に予定されていた保育実
習１（施設）は、中止を決定し、学内プログラムに切り替え、学生には告知しているため、士気
の低下は否めないが、今回の自己評価を保って、２年生の実習に臨むことができるようにしてい
くことは必須である。
⑵　２年生 全実習（学内プログラム）
　２年生は、全実習において、学内プログラムに切り替えた。プログラム終了後学内プログラム
の取組について自己評価を行った。自己評価は、Moodleを活用して５段階で回答を求めた。回
答は、全プログラム参加者中135名である。自己評価項目は１年生と同様である。
　回答は、各評価の平均値で示した。その結果は、図２の通りである。（グラフ値左から①～⑧）
図２が示すように、学生の平均値に差はなく、自己評価は高い値を示した。取り組んだことに対
する自己満足も推察できる。実習に出られないことについての不満や不安の感情を表す学生も
あったが、自分が一生懸命取り組んだことについてはほぼ満足であったことをうかがうことがで
きた。学内でのプログラムは、保育現場の保育者の実際の指導はないため、保育者の実際の指導
から感じ取る感情の起伏を自己評価に反映することはできないことを推測する。実習後の自己評
価は、実際に保育現場で実習する通常であれば、格差が生じているのではないかと予測する。そ
こで、同時期に調査した学修カルテ38項目の内、実習に関連する27項目について、学生の自己
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評価の平均値についても合わせて考えてみた。評価項目は以下の通りである。
①教育・保育職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解している
②教育・保育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得している
③個々の子どもの特性や状況に応じた対応の方法を理解している
④他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むことができる
⑤集団において、他者と協力して課題に取り組むことができる
⑥集団において、率先して自らの役割を見つけたり、与えられた役割をきちんとこなしたりすることが
できる
⑦挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、社会人としての基本的な事項が身についている
⑧これまで履修した教育・保育内容の各領域について理解している
⑨幼稚園教育要領・保育所保育指針の内容を理解している
⑩教育・保育課程の編成に関する基礎理論・知識を習得している
⑪保育内容の指導法についての基礎理論・知識・技能を習得している
⑫子どもの発達と保育内容を考慮した活動を構想し、子どもの反応を想定した指導案としてまとめるこ
とができる
⑬指導計画のねらいに応じた教材・資料を開発・作成することができる
⑭発問、話し方など、教育・保育を行う上での基本的な表現の技術を身につけている
⑮子どもの発達と保育内容を考慮し、ねらいに応じた環境を構成することができる
⑯授業での模擬保育や保育実践に積極的に取り組み、そこでの経験を振り返り、自己の課題を明確にし
ている
⑰自己の課題を認識し、その解決にむけて、学び続ける姿勢を持っている
⑱教育・保育に関する新たな課題に関心を持ち、自分なりの意見を持っている
⑲学外実習終了後に、他者と共に実習での保育実践について振り返るなど自主的な反省の機会を設けて、
自分が目指す保育のあり方や保育の力量を高めるための課題について他者と意見交換ができる
⑳保育ボランティアやインターンシップ、hca「幼児体育実践指導者研修」等への参加によって子どもと
関わる機会を自ら作り、保育実践の能力が身についている
㉑日頃から社会の動向に目を向け、所属校や hcaによる講演会・研修会に参加するなど、保育や子育て
に関する情報を収集し、保育のプロとしての知識を持っている
㉒自分の得意分野を把握し、その技術や知識を他者に伝えている
㉓他者と共に課題に取り組む中で、全体を見渡して役割分担を提案したり、到達目標を見通して他者に
声を掛けたりすることができる
㉔「保育学生合同セミナー」などの学生間連携活動や課外活動に積極的に参加し、組織の一員として、
他者と協力しながら全体の成果に貢献することができる
㉕授業や課外活動において地域社会と関わる活動に積極的に参加し、地域との連携・協力の重要性、そ
のあり方を理解している
㉖小学校以上の教育について関心を持ち、学童期以降の発達や学習指導要領をはじめとする教育内容を
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ある程度理解している
㉗保育職に長く従事し、社会に貢献する意志がある
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図３．学修カルテ27項目の自己評価平均値（n=175）
　図２については、平均値すべて高い傾向にあったが、その中でも低い平均値であった２項目
と、図３に示す低い平均値（〇印）は、すべて保育現場で保育の経験ができないことから実感す
るものであることが推察できる。実習の学内プログラムへの取り組みについては、保育の知識や
技術を深めるためのプログラムに集中することで、学生がそれぞれ目的意識を持って自分で考
え、取り組むことができたと評価できるものの、実習における「保育実践」への自信にはつなが
りにくいようである。このことについては、卒業後、保育者となって保育をするようになってか
ら結果が見えてくるのかもしれない。
　学生の卒業後の追跡調査も含めて、今後、今回の経験をどのように活かすとよいのか、これま
での実習の指導の点検も踏まえて、学内プログラムの取り組みについて振り返りを確実に行う必
要があるだろう。図３の最後の項目である「保育職に長く従事し、社会に貢献する意志がある」
と、回答した学生が多いことが、この暗い社会状況の中で、誇らしい結果ではないだろうか。
４．学内プログラムの実践のまとめ
　１年生、２年生それぞれの課程合わせてプログラムを作成して実践した。実習実施が先行き不
透明な状況の中で、実習に出せるのか、出せないのかの迷いの中で、プログラムを作成して取り
組んだため、計画性が十分であったとは言えない。しかしながら、学生と向き合い、学生が有意
義で楽しく取り組めるように、「考え続けた」内容になったのではないだろうか。
　その結果をみると、学生一人一人が学内プログラムに向かう姿勢や、出来上がったもの一つ一
つを見てみると、格差がありよい評価であったとは言い難いものであるが、その格差に目を向
け、プログラムの内容や、取り組ませ方について、一律ではなく、学生個々の学びの状況や取り
組む姿勢に合わせた指導が必要であることについて再確認できたことも今年度突如襲来した
COVID-19がもたらしたものではないかと考える。学生数が多いことで、指導が一律になってい
ることはやむを得ないことではあるが、それが学生一人一人の「らしさ」を活かした保育者養成
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になるのではないだろうか。今後は、21世紀の保育者として、自分の考え（信念）を持った保
育者になるために、「自分で自分を保育者に育てる」ことができる実習指導のプログラムを構築
していくことが必要であり、保育者養成校の使命ではないだろうか。
おわりに
　2020年は、すべて初めてのことの連続であった。そして、考え続けた１年であった。COVID-19
の勢いは未だ止まらず、この先もしばらくこの闘いは続くだろう。人間がウイルスに試されてい
るのではないだろうかとさえ考えてしまう。
　今まで当たり前に行ってきたことができない。普段の生活が普段通りにはいかなくなった。こ
れはやるのか、やらないのか、どうやってやるのかなど考えることばかりであった。そして、実
習の有難さを教員も学生もかみしめた１年であった。この先10年に一度は、新型のウイルスと
の闘いがあるのではないかと言われている。今後は、この経験を活かして、「考えること」がで
きる人間教育が目標になるだろう。日常の当たり前に感謝しながら、今後の保育者養成に取り組
みたいと考える。
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